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行
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発
発
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集

毎

編

学

課敵務
朝

総

Ⅲ等t,
警
一

=、

登濠十

迎
え
ら
れ
た
新
入
生
達
は
、
４
月

６
日
∞
、
本
学
１０
用
年
記
念
館
大

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
２
０
０
４

年
度
朝
日
大
学
入
学
式
に
出
席
し
、

新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

式
で
は
、
長
坂
信
夫
筈
長
か
ら

総
員
５
５
９
名
に
入
学
許
可
が
宣

言
さ
れ
、
告
辞
が
の
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
学
部
入
学
生
を
代

表
し
て
歯
学
部
歯
学
科
２
Ｄ
ぬ
麗長坂学長より「目標を持つて大学生活を楽しんでください」との告辞

心
地
よ
い
春
風
と
満
開
の
桜
に
　
奈
さ
ん
、
大
学
院
入
学
生
を
代
表

し
て
経
営
学
研
究
科
の
浅
野
秀
樹

さ
ん
、
留
学
生
別
科
入
学
生
を
代

表
し
て
奈
迪
さ
ん

（中
国
出
身
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
建
学
の
精
神
を

遵
守
し
、
学
業
成
就
に
向
け
て
努

力
す
る
と
宜
警
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は

中
国
四
川

大
学
経
済

学
院

の
陶

宏
副
院
長

に
出
席
い

た
だ
き
、

祝
辞

（通

訳
は
同
校

の
銚
順
先

主
任
）
も

賜
り
、
国

際
色
豊
か

な
式
典
で

あ
っ
た
。

i特と丹lJ

=認定証交ば  
「
IT

本
学
で
は
、
入
学
試
験
に
お
い

る
。４
月
１。
日
①
豊
削
１０
時
、
本
学

６
号
館
大
講
義
室
に
お
い
て
、
２

０
０
４
空
芸
朝
日
本
冨
特
別
奨
学

生
認
定
証
父
付
式
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
特
別
奨
学
生
３
９
１
名

が
集
ま
り
、
長
坂
学
長
か
ら
認
定

証
が
一手
渡
さ
れ
、
「認
定
証
の
重
み

を
感
じ
、
学
業

・
ス
ポ
ー
ツ
で
他

の
模
範
と
な
る
学
生
で
有
り
続
け

て
欲
し
い
」
と
の
訓
辞
を
受
け
た
ハ

功
晴
疋
証
を
受
け
取
り
引
き
締
ま

っ

た
表
情
に
は
、
特
別
奨
手
生
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
が
感
じ
ら
れ
た
〔

緊張した表情の新入生

て
特
に
優
れ
た
成
　
，・

績
を
修
め
た
者
及

び
ス
ポ
ー
ツ
で
顕

著
な
実
績
を
有
す

る
者
を
特
別
奨
学

生
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
る
。
同
制

度
は
、
学
術
・
ス

ポ
ー
ツ
の
奨
励
と

経
済
的
な
支
援
を

行
つ
テと
に
よ
り
、

有
為
な
人
材

の
育

成

に
資
す

る
こ
と

を
目
的
と
し
て

い

お

,中  ,
〕 争

特別奨学生391名が認定証をうけとりました

おもな内容

新入生入学式………… 1

B検成績優秀者……… 2

仲間ができた学外研修… 3

スポーツ学生集う…… 4

目

圏

東
京
で
起
き
た
い

ビ
ル
の
回
転
ド
ア
・

に
圧
殺
さ
れ
た
児
．

童

の
事
故
は
痛
ま
．

し
か
っ
た
。
大
人
を

標
準
と
し
た
セ
ン
い

サ
ー
は
児
童

の
身
・

・
長
を
感
知
で
き
な
か
っ
た
。
管
理
・

・
会
社
と
ド
ア
メ
ー
カ
ー
が
そ
れ
・

・
ぞ
れ
の
責
任
を
押
し
つ
け
合

つ
・

．
て
い
る
こ
と
も
憤
，
を
覚
え
る
。
．

．
こ
の
ほ
ど
管
理
会
社
が
自
己
の
「

・
有
す
る
ビ
ル
に
設
置
し
て
い
る
・

・
回
転
ド
ア
を
危
険
だ
か
ら
と
い
・

い
う
理
由
で
す
べ
て
撤
去
す
る
と
・

い
い
う
。
お
そ
ら
く
ビ
ル
内
の
空
調
・

い
維
持
の
た
め
こ
の
回
転
ド
ア
な
・

．
る
も
の
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
”

．
あ
れ
は
や
つ
か
い
な
も
の
で
あ
ぃ

る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
す
る
と
飛
び
．

・
込
み
に
く
い
。
筆
者
も
回
転
ド
ア

・
の
あ
る
大
き
な
ホ
テ
ル
な
ど
に
い

・
行

っ
た
と
き
は
必
ず
横
に
設
置
い

・
さ
れ
て
い
る
手
動
又
は
自
動
ド
・

・
ア
を
使
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
セ
．

．
ン
サ
ー
が
感
知
し
た
瞬
間
に
ス
．

．
ト

ッ
プ
さ
れ
て
も
ま
た
危
険
で
ぃ

一
あ
ろ
う
。
新
幹
線
は
ト
ッ
プ
ス
ピ
一

・
―
ド
で
走

っ
て
い
る
と
き
急
ブ
・

・
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
約
２
キ
ロ
，

・
先
で
な
い
と
止
ま
れ
な
い
と
い
・

・
う
。
急
に
止
ま
れ
た
ら
〈
ユ
度
は
中
い

ぃ
の
乗
客
が
大
惨
事
に
巻
き
込
ま
．

．
れ
る
こ
と
に
な
る
。
慣
性
の
法
則
．

．
と
い
う

の
を
理
科
で
習

っ
た
覚
．

・
え
が
あ
る
が
飛
行
機
や
自
動
車
・

・
と
異
な
り
安
全
ベ
ル
ト
の
無

い
・

・
列
車
で
は
前
方
に
吹

っ
飛
ば
さ
・

・
れ
る
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。い
ず
れ
・

い
に
し
て
も
文
明
の
発
達
は
危
険
”

ぃ
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
＞」と
か
。
．

はなみずき
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ケ

４
月
５
日
⑪
、
本
学
６
号
館
大

講
義
室
に
お
い
て
、
歯
科
衛
生
士

専
門
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た

今
年
度
の
新
入
生
は
６。
名
。
式

第
１３
回
歯
科
衛
生
士
試
験
の
合

格
者
が
発
表
さ
れ
、
第
罰
期
生
５６

名
全
員
が
合
格
し
た
。
全
国
の
受

験
者
は
６
８
２
３
人
、
合
格
者
６

６
８
０
人

（合
格
率
９７

・
９
％
）

で
あ

っ
た
。
彼
女
た
ち
は
本
学
で

キ
ヤ
ン
ド

ル
の
火
を

灯
す
姿
は

し
く
、
凍

と
し
た
表

情
に
こ
れ
か
ら
歩
む
歯
科
医
療
の

道
へ
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
た
。

載
帽
生
代
表
の
大
野
真
由
さ
ん

が

「医
療
に
携
わ
る
も
の
と
し
て

身
に
つ
け
た
知
識
を
も
と
に
、
実

社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
歯
科
街
生

．妄

鵡

．，
）
書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

寝

念

を

一

歯
科
衛
生
±
５６
名
誕
生

の
歯
科
衛
生

専門知識を身につけ歯科衛生士を目指します

で
は
藤
田
厚
校
長
の
訓
辞
の
後
、

新
入
生
代
表
の
神
山
杏
美
さ
ん
が

「専
門
知
識
は
も
と
よ
り
、
教
養

豊
か
な
女
性
と
し
て
歯
登
医
療
の

一
端
を
担
い
、
将
来
立
派
な
歯
科

tit(ilデ
ril:ヽ

士
に
成
長
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
ド
…
…
…
‥
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…

歯
科
衡

生
士
専
門

学
校
第
３．

期
生
の
戴

曜
式
が
４

月
１５
日
∩

に
行
わ
れ

た
。１
人
１
婁

人
が
宣
霧

一

し
い
ナ
ー
一

差警増や一

ヤ青

で
美

衛
生
士
と
な
る
よ
う

一
生
懸
命
勉

学
に
励
み
ま
す
。」
と
宣
誓
し
た
。

新
入
生
は
、
こ

歯
科
衛
生
士
に
な
る
た
め
に
必
要

な
専
門
知
識
を
学
び
、
国
茶
試
験

合
格
を
目
指
す
。
式
終
了
後
、
２

年
生
か
ら
花
東
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
新
た
な
学
生
生
活
の
ス
タ
ー

卜
を
切

っ
た
。

の
貢
任
を
果
た
し
、
や
さ
し
く
思

い
や
り
の
あ
る
歯
科
術
生
士
に
な

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
述
べ

戴
帽
式
は
医
療
人
と
し
て
の
出

発
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼

女
た
ち
は
病
院
で
の
臨
床
実
習
を

通
じ
て
知
識
と
技
術
、
音
在
や
思

い
や
り
を
学
ん
で
い
く
。

経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

３
年
の
小
池
孝
さ
ん
が
、
平
成
１５

年
度
文
都
科
学
省
認
定
ビ
ジ
ネ
ス

能
力
検
定
２
級

（財
団
法
人
専
修

学
校
教
育
振
且
《
不主
催
）
に
合
格

し
、
合
格
者
の
中
か
ら
成
績
優
秀

者
に
選
ば
れ

「財
団
法
人
専
修
学

校
教
育
振
興
会
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
た
。

３
月
１５
日
０
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市

ヶ
谷
私
喜丞
全
共
茎
昼

に
て
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞
、
財
団
法
人
専
修
学

校
教
育
振
興
会
理
事
長
賞
、
日
本

技
能
検
定
協
会
連
合
会
会
長
賞
と

と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
成
績

優
秀
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定

（Ｂ
検
）

と
は
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
ビ

ジ
ネ
ス
知
識
、
社
会
常
識
、
ビ
ジ

不ヽ
ス
マ
ナ
ー
、
ど
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

等
が
問
わ
れ
る
も
の
で
、
３
・２
・

１
級
の
３
段
階
が
あ
り
、
２
級
で

は
会
社
の
中
堅
幹
部
を
目
指
す
人

に
必
要
な
能
力
を
評
価
、
１
級
で

は
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
人
に
必
要

な
能
力
を
評
価
し
て
い
る
。

２
級
は
年
に
２
回
試
験
が
行
わ

れ
、
平
成
１５
年
度
は
総
勢
９
３
６

７
名
が
受
験
、
う
ち
４
１
３
７
名

が
合
格

（合
格
率
４４

・
２
％
）
し

て
お
り
、
小
池
さ
ん
は
そ
の
中
か

ら
成
績
優
秀
者
５
人
の
う
ち
の
１

人
と
し
て
選
ば
れ
た
。

昨
年
７
月
に
２
級
を
受
験
し
て

合
格
し
た

小
池
さ
ん

は
、
同
１２

月
に
は
１

級
に
チ
ャ

見
事
合
格

し
て
い
る

（人令禁

２。
．
２
％
）

目
標
に
向

か
い
努
力

し
続
け
る

熱
意
と
姿

勢
に
、
心

か
ら
む
手

を
贈
り
た

/ヽヽ

大
垣
共
立
銀
行
が
主
催
す
る

「
フ

ロ
ン
テ
イ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
が
４
月
８

日
い
、
本
学
１
号
館
大
討
義
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
輪

穂
市
近
郊
の
同
行
５
支
店
が
主
催
し
、

本
学
が
大
学
の
知
的
財
産
を
還
元
す

る
と
い
う
形
で
協
賛
す
る
も
の
で
、

今
回
で
７
回
目
を
迎
え
た
。

当
日
は
、
岐
阜
市
、
瑞
穂
市
、
本

巣
郡
内
の
企
業
代
表
者
ら
約
１
０

０
名
が
参
加
し
、
本
学
歯
学
部
附
属

村
上
記
念
病
院
　
大
友
克
之
副
病
院

長
に
よ
る

「骨
の
が
ん
」
と
題
し
た

講
演
を
聴
講
し
た
。
日
本
人
の
死
亡

原
因
第

一
位
で
あ
る

「が
ん
」
に
つ

い
て
、
受
講
者
は
宣
剣
に
聞
き
入
っ

て

い
た
。

・薄意 .

〕鞘
＝
、
一

ザ

表彰式に出席した小池さん

ｒ
拘Ｆ
聖

レ

ン

ン

し

Fフロンテイアセミナ甲」

ビ
ジ
ネ

ス
企

画
学
科

小
池
孝
さ

ん
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学
部
別
新
入
生
学
外
研
修
が
４

月
９
日

（法
・経
営
学
部
）、
４
月

・５
～
・６
日

（歯
学
部
）
の
日
程
で

行
わ
れ
た
。
全
国
と
も
に
初
夏
を

思
わ
せ
る
ほ
ど
の
快
晴
で
、
新
入

生
の
大
学
生
活
を
応
援
す
る
か
の

よ
う
で
あ

っ
た
。

法
学
部

一
行
は
愛
知
県
大
山
市

へ
出
発
し
、
名
鉄
観
光
ホ
テ
ル
、

樽
物
館
明
治
村
の
一向
施
設
を
訪
れ

た
。
ホ
テ
ル
で
の
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
習
で
は
、
ナ
イ

フ
と

フ

新しい仲間とともに

事 外 研 修

ー

を

ォ
ー
ク
を
手
に
緊
張
し
て
い
る
様

子
。
明
治
村
で
は
同
行
し
た
教
員

と
と
も
に
、
明
治
時
代
の
裁
判
所

等
を
見
学
し
法
学
の
世
界
を
体
感

し
た
。

経
営
学
部

一
行
は
野
外
民
族
博

物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（愛
知
県

大
山
市
）
に
て
異
文
化
体
験
。
同

施
設
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
学
生

が
見
学
ポ
イ
ン
ト
を
奪

え
た
り
、

た
く
さ
ん
あ
る
ブ
ー
ス
を
い
く
つ

回
れ
る
か
競
い
合
う
様
子
も
見
ら

れ
た
。

歯
学
部

一
行
は
学
部
研
修
や
個

人
面
談
等
を
含
ん
だ
１
泊
２
日
の

宿
泊
研
修
。
三
重
県
鈴
鹿
市
の
鈴

庇
サ
ー
キ
ッ
ト

ヘ
出
発
し
た
。

ゴ
ー
カ
ー
ト
は
大
人
気
で
、
歓
声

を
あ
げ
て
い
る
新
入
生
。
夕
食
後

の
研
修
で
は
、
歯
科
医
師
、
歯
学

五塾
審
等
の
将
来
へ
向
け
至
里旬

な
ま
な
ざ
し
を
見
せ
て
く
れ
た
。

同
研
修
は
、
３
学
部
と
も
に
友

達
づ
く
り
、
教
員
と
の
親
陸
を
目

的
と
し
て
い
る
。
本
学

へ
戻
っ
て

き
た
と
き
の
新
入
生
の
笑
顔
や
話

し
声
か
ら
、
目
的
を
十
分
に
果
た

せ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

大島先生と一緒にハイポーズ

″工Ａ第一柳抑獅舛ｔこ月学一叫呼一れ学ン一

た
。同

大
会
は
、
岐
阜
県
下
全
員
寺

学
校
フ
エ
ン
シ
ン
グ
部
５
校

⌒揖

斐
、
鶯
谷
、
大
垣
南
、
崚
け
女
子

商
業
、
羽
島
北
）
を
招
待
し
、
競

技
力
の
向
上
、
高
校
と
大
学
と
の

交
流
を
目
的
と
し
て
本
学
体
育
会

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
た
当
日
、

男
子
２２
名
、
女
子
３２
名
の
計
５４
名

が
出
場
し
、
男
女
と
も
に
フ
ル
ー

レ
個
人
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

戦
っ
た
。
本
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

員
の
後
輩
も
多
数
出
場
し
て
お
り

後
輩
の
技
術
向
上
に
婆
顔

で
応
え

る
姿
も
見
ら
れ
た
。

県
内
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
は

全
国
的
に
見
て
も
高
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
高
校
、
大
学
、
社
会
人
と
も

に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
集
ま

っ
て
い
る
。
本
学
か
ら
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
全
日
本
選
手
権
出
場

者
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
日
本

代
表
選
手
を
出
し
て
お
り
、
今
後

も
呟
早
県
大
学
フ
ェ
イ
Ｙ
ン
グ
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
で
あ
り

続
け
た
い
。

1箪

エンシンダAu棒

エ

…違
俊敏な剣さばきに盛り上がりを見せたAU杯

Ｂ
■
■
■
日

含
〈口結
暑

男
子
フ
ル
ー
レ

優
　
勝
　
佐
久
間
忠

（大
垣
南
）

準
優
勝
　
安
田
卓
郎
（大
垣
南
）

第
３
位
　
名
和
雅
人
（大
垣
南
）

安
田
誌
紀
（大
垣
南
）

女
子
フ
ル
ー
レ

優
　
勝
　
廣
田
正
佳
音
（鶯
谷
）

準
優
勝
　
田
邊
由
香

（大
垣
南
）

第
３
位
　
廣
瀬
恵
理
加

（Ｌ
予
率
喜
回業
）

三
輪
萱
公
裟
（大
垣
南
）

第
２７
回
県
Ａ
級
選
抜
軟
式
野
球

リ
ー
グ
が
４
月
１。
日
①
に
開
幕
し
、

Ｌ
暑
猛
日
の
企
業
軟
式
野
募
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
１０
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
る
。

同
リ
ー
グ
に
は
本
学
卒
業
生
も

多
数
出
場
。
企
業
別
卒
業
生
在
籍

数
は
、
サ
ン
メ
ッ
セ
４
名
、
壊
早

市
役
所
３
名
、
濃
飛
西
濃
運
輸
３

名
、
Ｌ
早
信
用
金
庫
１
名
、
大
垣

市
役
所
１
名
で
あ
る
。
中
に
は
主

将
や
エ
ー
ス
と
し
て
チ
ー
ム
を
引

っ
張
る
卒
業
生
も
い
る
。
社
会
に

出
て
も
題
張
る
卒
業
生
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
た
い
。

躍
匿

今
春
経
営
学
部
経
営
学
科
を
卒

業
し
た
福
本
修
司
さ
ん
が
出
羽
海

部
屋
に
入
門
し
た
。

笛
島
県
出
身
の
福
本
さ
ん
は
、

高
校
時
代
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
経
験
。
本
学
３
年
生
時
に
は
、

西
日
本
学
生
個
人
答
〓
別
響
青
碓

１
３
５
薙
未
満
級
で
３
位
入
賞
も

米
た
し
た
。

本
学
相
撲
部
の
岸
本

コ
ー
チ
に

連
れ
ら
れ
、
同
部
屋
の
糟
古
を
見

学
に
行

っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と

な
り
入
門
に
い
た

っ
た
。
し
こ
名

は
「朝
日
盛
」
。
朝
日
大
学
が
盛
ん

に
な
る
よ
う
に
と
福
本
さ
ん
が
考

え
た
。

夏
場
所
西
の
序
ノ
ロ
２９
枚
目
で

デ
ビ

ュ
ー
の
予
定
で
あ
り
、
福
本

さ
ん
改
め
朝
日
盛
の
活
躍
を
楽
し

み
に
し
た

い
。
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一新人生
ヽ

える一
新
入
生
１
３
４
名
を
迎
え
た
体

育
会

（強
化
１１
種
日
、
総
都
員
数

３
９
２
名
）
が
、
４
月
６
日
∩
午

後
４
時
か
ら
本
学
６
号
館
大
講
義

室
に
て
総
会
を
行

っ
た
。
全
ク
ラ

ブ
員
が
集
結
し
た
会
場
は
、
新
年

度
を
迎
え
新
し
い
学
年
と
な
っ
た

部
員
達
の
執
ど
〈
、
新
入
生
の
緊
張

感
が
感
じ
ら
れ
た
。

長
坂
学
長
、
大
友
体
育
会
長
か

ら
前
年
度
の
活
躍
に
対
す
る
賞
贅
、

今
年
度

へ
の
期
待
、
文
武
両
道

へ

の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
挨
拶
の
後
、

各
ク
ラ
ブ
部
長
か
ら
今
年
度
の
日

標
が
発
表
さ
れ
た
。

地
区
大
会
は
も
ち
ろ
ん
全
国
大

会
で
の
優
勝
を
目
指
す
ク
ラ
ブ
、

国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
へ
目
を

向
け
て
い
る
ク
ラ
ブ
等
目
標
は
い

ず
れ
も
高
い
。
体
育
会
に
は
そ
の

目
標
を
成
し
遂
げ
る
パ
ワ
ー
を
持

つ
学
生
が
集
結
し
て
い
る
。
今
年

度
も
先
輩
の
功
績
を
超
え
る
活
躍

が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

クラブごとに紹介が行われ、今年度の目標を発表した

芽

厨
田
ｕ麟

圏

田
田
函
円
■
田
団騒 國 田

I l

囲
閣

国

日
田
圏

田
■

□

躙鋼
囲
田
田 盟

団
四
□
■
■
■
邸

率Ⅲl.,'ォ″rF予す兵
=4ill

Ⅲみ子移Ⅲ学:

財
団
法
人
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
全
日
本
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
か
ら
、
監
督
で

あ
る
植
田
辰
哉
氏

（前
境

ブ

レ
イ

ザ
ー
ズ
監
督
）
が

４
月
１５
日
い
本
学

一
わ
騰
説
開
⇔
［
投
乳
て
井
上
監
督

当
日
は
、
植
田
氏
を
囲
ん
で
大

友
体
育
会
長
と
井
上
監
督
と
で
懇

談
が
も
た
れ
た
。
植
田
氏
か
ら
は

本
学
の
選
手
及
び
ス
タ
ッ
フ
派
遣

に
対
す
る
協
会
か
ら
の
感
謝
の
意

と
、
将
来
に
渡
る
協
力
要
請
が
あ

っ
た
。

秀
賞
（Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
に
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
、
優
秀
賞
に
卓
球
部
女
子
が

選
ば
れ
た
。
技
術
を
磨
き
、

団
体
で
活
躍
を
誓
甲
つ
選
一キ
達
は
と

て
も
頼
も
し
く
、
両
ク
ラ
ブ
の
活

躍
は
学
内
だ
け
で
は
な
く
他
大
学

で
も
評
判
に
な
っ
て
い
る
。

体
育
会
に
は
今
生
上度
も
た
く
さ

ん
の
新
入
生
が
入
部
し
、
他
の
ク

ラ
ブ
の
活
躍
も
楽
し
み
で
あ
る
。

上監督

体育会クラブ員数

※部員数は新入生数を含む
※スキー部は個人指定種目

会長、　〕和い副助

一
一
　
〓手
を
ち早
え
て

井
　
体
育
会
の
表
敬
訪

鵬
問鶉
畿
イ
部
は
る
選

郷
　
二 全
剤
募
鴫
軒
″
一

ン
バ
ー
と
し
て
小

野
壬
宏
選
手

（法

２
年
）、
同
チ
ー
ム

瑯潜会多タラブの''力騨 讚える|
３
月
２５
日
〔
笠

則
９
時
半
、
本

学
学
長
事
務
室
に
て
２
０
０
３
年

度
体
育
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
徐
育
会
活
動
に
お

い
て
、
１
年
間
特
に
功
労
顕
著
と

認
め
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
又
は
個
人
が

あ
っ
た
と
き
、
体
育
会
長
の
推
薦

に
基
づ
き
学
長
が
こ
れ
を
表
彰
す

る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
受
賞
ク
ラ
ブ
は
、
最
優

1年間体育会を盛り上げてくれた選手達

クラブ名 部員数 新入生数

硬  式  野  球 71 26

ラグビーフットボール 91 26

パ レ ー ボ ー ル 24 9

撲 2] 4

卓 球 (女子) R3 4

柔 道 (女子) 12 4

フ ェ ン シ ン グ 37 12

剣 道 72 28

ホ  ッ  ケ 26 7

硬 式 庭 球 13 5

自 転 車 競 技 ]] 9

ス    キ 1 0
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中
国
の
四
川
大
学
経
済
学
院
か

ら
陶
宏
副
院
長
、
銚
順
先
主
任
が

来
学
し
、
４
月
６
日
い
の
入
学
式

に
参
列
し
た
。
本
学
で
は
、
海
外

初
期
消
火
に
尽
力

本
学
外
国
人
留
学
生
の
趙
哲
秀

さ
ん
に
峡
早
市
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

趙
さ
ん
は
、
２
月
２２
日
午
後
５

時
半
ご
ろ
発
生
し
た
瑞
穂
市
内
の

ア
パ
ー
ト
火
災
に
お
い
て
、
近
所

・
を

サ

，
・・″
・

朝日大学へようこそ外国人留学生も一緒にカンパイ

か
ら
の
外
国
人
留
学
生
を
多
″
ゝ
受

け
入
れ
て
お
り
、
日
本
人
学
生
と

と
も
に
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

午
後
５
時
半
、
本
学
３
号
館
で

は
陶
宏
副
院
長
、
銚
順
先
主
任
、

中
国
で
銚
先
生
か
ら
日
本
語
を
学

び
本
学

へ
入
学
し
た
新
入
生
を
囲

ん
だ
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。
長
坂

学
長
を
は
じ
め
と
し
た
本
学
教
職

員
と
、
銚
先
生
の
愁

え
子
至
３

す

学
部
で
学
ん
で
い
る
在
学
生
も
参

加
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

先
生
と
在
学
生
は
堅
く
手
を
握
り

あ
い
、
留
学
生
活
に
つ
い
て
話
し

た
り
、
懐
か
し
い
中
国
の
話
に
花

が
咲
い
て
い
た
。

春
季
入
学
の
外
劇
人
留
学
生
を

対
象
と
し
た
学
生
都
主
催
の
総
合

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
４
月

８
日
い
本
学
６
号
館
大
講
義
室
に

て
行
わ
れ
た
。

同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
本

学
外
国
人
留
学
生
、
留
学
生
別
科

生
に
対
し
、
交
通
事
故
防
止
や
国

民
健
康
保
険
等
、
学
内
外
に
お
け

る
諸
制
度
を
理
解
さ
せ
、
安
全
に

か
つ
円
滑
な
助
壁
Υ
生
活
を
送
ら
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

輪
穂
市
役
所
市
民
保
険
課
、
岐

阜
中
消
防
署
穂
積
分
署
、
呟
早
県

娑
祭
北
方
警
察
署
の
協
力
を
得
て

健
康
保
険
、
防
火
、
交
通
事
故
と

い
っ
た
生
活
す
る
上
で
必
要
と
な

「日
本
語
習
得
題
張
り
ま
す
，
止

と
の
言
葉
も
ま
だ
つ
た
な
い
様
子

で
は
あ
る
が
、
彼
ら
の
意
気
込
み

る
講
演
と
消
火
活
動
の
実
地
訓
練

を
行

っ
た
。

外
国
人
留
学
生
に
は
日
本
語
に

不
償
れ
な
学
生
や
、
日
本
で
の
生

活
が
初
め
て
の
者
も
い
る
。
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
し
か
な
い
が

彼
ら
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
教
職
員

一
同
見
守

っ
て
い
き
た

か
ら
１
年
後
の
上
達
ぶ
り
が
想
像

で
き
と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。

亀
だ

Ｊ̈
】ｈ

・

留
学
生
別
科
４
月
入
学
生
３５
名

が
本
学
で
学
び
始
め
て
約
ｌ
ヵ
月
、

の
住
民
ら
と
と
も
に
１
１
９
香
通

報
や
初
期
消
火
に
あ
た

っ
た
。
そ

の
迅
速
で
勇
敢
な
対
応
に
対
し
て

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

感
謝
状
は
３
月
２３
日
瑞
穂
市
役

所
に
お
い
て
、
永
田
呟
早
市
消
防

本
部
岐
阜
中
消
防
署
穂
積
分
署
長

か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

本
学
６
号
館
食
堂
に
て
開
催
さ
れ

吉
田
良
生
留
学
生
別
啓
長
を
は
じ

め
、
別
科
担
当
教
員
、
学
部
教
員
、

事
務
職
貝
が
集
ま
り
彼
ら
の
入
学

を
祝
っ
た
。 驚

篭

筵
掃
整羮

尋

ざ手、 .

入学後の緊張もほぐれ、笑顔で歓迎パーティーを楽しんだ

消火器の使い方を学ぶ外国人留学生

霊

□
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新
任
紹
介

〈法
学
部
法
学
科
〉

助
教
授

巷
緞
膝
　
喜
絡
理

（さ
い
と
う

こ
う
き
）

１
９
９
１
年
３
月
　
早
稲
田
大
学

大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
政
治
学
専
攻
選
学

神
奈
川
県
出
身

講遠
藤
　
隆
幸

令
た
ん
ど
う
た
か
ゆ
二

２
０
０
４
年
３
月
　
中
央
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

民
事
法
専
攻
在
学

生
昴
ω出
身

講
師
長
谷
川
　
裕
寿

宿
せ
が
わ
ひ
ろ
か
ど

２
０
０
２
年
３
月
　
明
治
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

公
法
学
専
攻
単
位
取
得
退
学

埼
玉
県
出
身

講
師
本
間
　
学

ほ
ん
ま
ま
な
０

２
０
０
４
年
３
月
　
一立
命
館
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
見
込

滋
賀
県
出
身

※
最
終
学
歴
は
、
当
該
者
の
採
用

応
募
時
の
履
歴
書
に
基
づ
く
。

患
↓

カ

莉刊書の紹介
『食
と
教
育
　
―
阻
畷
と
脳
か
ら
考
え
る
―
』

著
者
　
船
越
正
也
　
朝
日
大
学
名
誉
教
授

（朝
日
大
学
元
学
長
）

発
行
　
（財
）
回
腔
保
健
協
会

〈祭

一尋

〉

助
手
田
中
　
美
和

π
な
か
み
と

所
属
　
口
腔
病
理
学
分
野

助
手
牧
対
　
　
裕

ご
き
む
ら
ゆ
た
む

所
属
　
口
腔
微
生
物
学
分
野

助
手
大
山
　
吉
徳

奮
お
や
ま
よ
し
の
上

所
属
　
障
害
者
歯
科
学
分
野

助
手
多
賀
谷
正
俊

π
が
や
ま
さ
と
し

所
属
　
小
児
歯
科
学
分
野

助
手
後
藤

昌
彦

奪
」と
う
ま

かヽ
こ

所
属
　
歯
周
病
学
分
野

助
手
松
井
　
孝
介

ご
つ
い
こ
卑
フ二

所
属

総
合
歯
科
学
謹
坐

助
手
籾
山
　
正
敬

な
み
や
ま
ま
さ
ゆ
こ

所
属

歯
星
病
学
分
野

人
事
消
息

会
育
砂

退
職

〈
３
月
３．
日
付
〉
可
児
徳
子

（教
授
）
大
井
正
浩
、
福
地
崇
生
、

？
Ｆ
ユ
ｏ
β
力
嶋
〓
μ①
￥

『
【、
赤

尾
洋
二

（経
営
学
部
教
授
）
小
木

曽
明

（歯
学
部
講
師
）
川
畑
仁
克
、

宇
野
牧
子
、
金
昇
孝
、
藤
井
恒
大
、

椿
本
恵
則
、
岩
測
彼
久

盆
凶
学
部

り
と
採
用

〈
４
月
１
日
付
〉
遠
藤
隆
幸

（法
学
部
講
師
）
多
賀
谷
正
俊
、

後
藤
昌
彦
、
松
井
孝
介
、
谷
口
浩

也
、
櫻
木
竜

一
、
籾
山
正
敬
、
森

直
流
地
区
大
学
沓
歪
悌
二
十
生

リ
ー
グ
に
お
い
て
、
本
学
硬
式
野

球
部
が
優
勝
し
た
。
し
か
も
、
３

季
連
続
優
勝
と
い
う
快
挙
で
あ
る

５
月
２
日
同
リ
ー
グ
第
６
週
第
２

日
、
宕
辞
で
あ
る
Ｌ
早
聖
徳
学
園

大
学
に
連
勝
、
通
算
１０
勝
０
敗
の

墓
心
盆學

講
睾
）

金
療
け

附
属
村
上
記
念
病
院

退
職

〈
２
月
２９
日
付
〉
則
武
享
子

今右
護
師
Ｘ

３
月
３．
日
付
〉
都
竹

亜
弥

（副
看
護
師
長
）
島
中
三
保
、

傍
圭
局
江
、
河
犀

え
り
子
、
清
水

理
恵

（一煮
護
師
）

採
用

〈
３
月
１
日
付
〉
篠
田
ひ
さ

子
、
日
比
宣
弓

釜
塞
爺
Ｘ
４
月

１
日
付
〉
水
野
雄
二
、
加
納
翔
太
、

梅
村
え
み
、
平
閣
芽
美
、
棚
橋
信

人

（理
茎
途
法
士
）
山
田
恵
理
奈

（作
業
療
法
士
）
赤
星
明
子

（看

１
号
館
笠
面
に
懸
垂
ネ
を
設
置
し
ま
し
た
。
学
内

情
報
の
新
し
い
発
信
元
で
す
。
本
学
に
お
立
寄
り
の

際
に
御
覧
く
だ
さ
い
。 成

績
で
最
終
遇
を
待
た
ず
し
て
優

勝
が
決
ま

っ
た
。
同
都
は
５
月
２２

日
開
幕
の
東
海
地
区
選
手
権
に
出

場
し
、
静
岡
県
、
三
重
県
の
代
表

校
と
神
宮
大
会
出
場
を
か
け
て
争

つヽ
。

護
師
）
宮
田
奈
穂
、
金
山
里
架

（准
一看
護
師
）

附
属
病
院

退
職

〈
３
月
３．
日
付
〉
☆
昂

久

（看
護
師
）

採
用

〈
４
月
１
日
付
〉
横
田
ふ
み

え
、
池
美
保
子

会在
護
師
）
田
口

彩
香

盆
郵
付
衛
生
士
）

事
務
砂

採
用

〈
４
月
１
日
付
〉
阿
部
里
恵

（附
属
村
上
一記
念
病
院
事
務
部
医

事

一
課
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
伊
佐
治
館
美

（附
属
村
上

一記
念
病
院
事
務
部
医
事

一
課
）

硬
式
野
Ｍ
部
ヨ
季
連
経
Ｖ

囲 ス クー ザレパ ス 時 刻 表 (」R穂積駅一朝日大学間)

平  日 Aダイヤ
穂積駅発大学行 大学発穂積駅行

7 50

8 06  17  28  38  45  56 06  15  29  36  47

9 09  22  41  58 02  17  32  47

10 13  27  42  56 02  17  32  47

11 11  27  42  56 02  17  32  47

12 11  27  42  56 02  17  32  47

13 15  30  45  58 06  21  36  51

14 15  30  45  58 06  21  36  51

15 15  30  45  58 06  21  38  51

16 15  30  45  58 06  2H  36  51

17 15  30  45  58 05  21  36  51

18 15  30  45 05  21  36  51

19 15  45 05  36

20 15  45 05  36  53

2004年 4月

土  曜

穂積駅発大学行 大学発穂積駅行

7 50

8 17  36  51 06  29  44

9 07  41 00  33

10 13  42 04  33

11 11  42 02  32

12 11  42 02  32

13 15  45 06  36

14 15  45 06  36

15

16 51

17

18 21

19

20

平  日 Bダイヤ
穂積駅発大学行 大学発穂積駅行

7 50

8 17  36  51 06  29  44

9 07  41 00  33

10 13  42 04  33

]] 11  42 02  32

12 11  42 02  32

13 15  45 06  36

14 15  45 06  36

15 15  45 06  36

16 15  45 06  36

17 15  45 05  36

18 15  45 05  36

19 15  45 05  36

20 15  45 05  36


